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*  本報告書は、国政審議の参考に供するために取りまとめたものです。
*  本報告書の記事は、調査及び立法考査局内において、国政審議に係る有用性、記述の中
立性、客観性及び正確性、論旨の明

めいせき

晰性等の観点からの審査を経たものです。
*  本報告書の記事のうち、意見にわたる部分は筆者の個人的見解です。
*  本報告書の記事を全文又は長文にわたり抜粋して転載する場合には、事前に当局調査企
画課（bureau@ndl.go.jp）に御連絡ください。



はしがき

国立国会図書館の「科学技術に関する調査プロジェクト」は、科学技術政策に関する国会向
け調査サービスの一層の充実を図るため、平成 22（2010）年度から調査及び立法考査局にお
いて実施しているものです。国会における議論のよりどころとなる正確かつ客観的な情報の提
供を目指し、科学技術が関係する各分野の重要な国政課題の中から毎年度選定した特定のテー
マについて、外部の学識経験者の方々と連携して調査・分析を行い、その成果を報告書にまと
めています。

令和 4（2022）年度のプロジェクトでは、「宇宙空間の利用をめぐる動向と課題」、「科学技
術のリスクコミュニケーション―新たな課題と展開―」及び「2050年カーボンニュートラル
の実現に向けた脱炭素技術の課題と展望」の三つのテーマについて調査を実施しました。本報
告書はこのうちの「宇宙空間の利用をめぐる動向と課題」の成果です。

改めて申し上げるまでもなく、宇宙開発は、世界各国において国家戦略が策定され、巨額の
予算が投じられてきた主要な科学技術分野の一つです。人工衛星を活用した情報収集や作戦行
動は、国家の安全保障上重要な役割を果たしており、人々の日常生活においても、宇宙機器を
利用した各種のサービスが不可欠なインフラとして根付いています。「科学技術に関する調査
プロジェクト」においては、平成 28（2016）年度に「宇宙政策の動向」と題した委託調査を
実施していますが、その後の宇宙をめぐる国内外の動きは刻々と変化しており、今回再び調査
テーマとして宇宙空間の利用に焦点を当て、報告書を取りまとめました。

本報告書では、宇宙空間利用の倫理的・法的・社会的課題、人工衛星を宇宙空間に打ち上げ
るロケット開発の状況、多数の小型衛星の連携及び一体的運用によって高度なサービス展開を
行う衛星コンステレーション、衛星リモートセンシング技術と観測データの利活用、民間企業
の参入を支える米国の研究開発型中小・スタートアップ企業支援制度、宇宙空間と安全保障に
係る組織機構の動向、活発な宇宙空間利用によって深刻化しつつあるスペースデブリの問題に
ついて、学識経験者の方々の御助言、御指導を受けつつ、分析・整理を試みました。
本プロジェクトに御参加・御協力くださった学識経験者の皆様には、この場を借りて深く御
礼申し上げます。

本報告書が、国会議員の皆様の調査研究や関連分野の国政審議に資するとともに、この問題
に関心を寄せる方々に広く活用されることを願ってやみません。

令和 5年 3月

国立国会図書館　調査及び立法考査局長　寺倉　憲一
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